
  

数学 解答・解説 
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 (6) クラスの平均点と比べ，Ａくんは 11点高く，Ｂくんは 9点低いので 2人の合計得点 

  は，(クラスの平均点)×2＋(11－9)＝146 となることがわかる。 

   よって，これを解いてクラスの平均点は 72点となる。 

   また，5人の得点がクラスの平均点より何点高いかを示したものの平均を考えると， 

  (11－9＋2＋5－14)÷5＝－1 より，5人の平均点はクラスの平均点よりも 1点低いことが 

  わかる。 

   したがって，5 人の平均点は，72－1＝71 (点) …(答) 
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 (4) 400円の a％引きは 400× 1
100

a 
 
 
－ ＝400－4a (円) より， 

  求める代金は，400－4a－30＝370－4a (円) …(答) 
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4
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 (3) クラスの生徒数を x人とする。鉛筆の本数について方程式を立てると， 

  3x＋8＝4x－19 となる。よって，これを解いて，x＝27 (人) …(答) 

 

４ 
 (1) 直線 lは原点を通る直線なので，y＝ax と表される。Ａ(4，6) を通るので，x＝4， 

  y＝6 を代入すると，6＝a×4，a＝
2

3
  したがって，y＝

2

3
x …(答) 

 

 (2) ＡＢ＝9 より，点Ｂの座標は(4，－3) となる。よって，y＝ax に x＝4，y＝－3 を 

  代入すると，－3＝a×4，a＝
4

3
－   したがって，y＝

4

3
－ x …(答) 

 

 (3) 点Ｃは直線 m上にあり，y座標が 6なので，y＝
4

3
－ x に y＝6 を代入すると， 

  6＝
4

3
－ x，x＝－8 



  

   したがって，△ＯＡＣ＝(Ａ，Ｃの x座標の差)×(Ｏ，Ａの y座標の差)×
2

1
 

             ＝{4－(－8)}×(6－0)×
2

1
 

             ＝36 …(答) 

 

 (4) 点Ｐは直線 l上にあり，x座標が－8なので，y＝
2

3
x  

  に x＝－8 を代入して，y＝
2

3
×(－8)，y＝－12 

   したがって，Ｐ(－8，－12) …(答) 

 

 (5) △ＯＰＢ＝△ＡＰＢ－△ＯＡＢ 

  ＝(Ａ，Ｂの y座標の差)×(Ａ，Ｐの x座標の差)×
2

1
 

  －(Ａ，Ｂの y座標の差)×(Ａ，Ｏの x座標の差)×
2

1
 

  ＝9×{4－(－8)}×
2

1
－9×(4－0)×

2

1
 

  ＝54－18 

  ＝36 …(答) 

   

＜別解＞ 

    △ＯＡＣと△ＯＰＢの面積について，それぞれに△ＯＡＢの面積を加えると， 

   △ＯＡＣ＋△ＯＡＢ＝△ＡＣＢ，△ＯＰＢ＋△ＯＡＢ＝△ＡＰＢ 

    また，△ＡＣＢと△ＡＰＢはＡＢが共通で点Ｃ，Ｐの x座標が等しいので，2つの 

   面積が等しいことがわかる。 

    したがって，それぞれから△ＯＡＢの面積を引いた△ＯＡＣと△ＯＰＢの面積も 

   等しくなるので，△ＯＰＢ＝△ＯＡＣ＝36 …(答) 

 

５ 
 (1) ＡＣとＢＤの交点をＯとすると，平行四辺形の 

  対角線はそれぞれの中点で交わるので，ＯＢ＝ＯＤ 

   また，ＱＢ＝ＰＤ より，ＯＱ＝ＯＰ となる。 

   対角線ＡＣとＱＰがそれぞれの中点で交わるので， 

  四角形ＡＱＣＰは平行四辺形となり，ＡＣ＝ＱＰ  

  より対角線の長さが等しいので，四角形ＡＱＣＰは 

  長方形である。 …(答) 

 

 

 (2)① ＡＰ＝ＡＢ より，平行四辺形ＡＢＲＰはひし 

   形である。 

    ひし形の 2本の対角線は垂直に交わるので， 

   その交点をＥとすると，∠ＢＥＳ＝90° 

    △ＢＥＳの内角の和より， 

   ∠ＡＳＢ＝180°－90°－28°＝62° …(答) 
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  ② 平行線の錯角は等しいので，∠ＡＤＢ＝∠ＣＢＤ＝28° 

    △ＡＰＤの内角と外角の関係より，∠ＡＰＥ＝13°＋28°＝41° 

    また，ＡＢ＝ＡＰ より，∠ＢＡＰ＝180°－41°×2＝98° 

    したがって，∠ＢＣＤ＝∠ＢＡＤ＝98°＋13°＝111°…(答) 

 

 (3) ＯＢ＝ＯＤ より，ＢＯ：ＯＰ：ＰＤ＝5：3：2  

  となる。 

   △ＯＡＢ＝(平行四辺形ＡＢＣＤ)×
4

1
＝25  

  より，△ＯＡＰ＝△ＯＡＢ×
5

3
＝25×

5

3
＝15 

   また，ＡＢ//ＰＴ より， 

  ＯＡ：ＯＵ＝ＯＢ：ＯＰ＝5：3 となる。 

   よって，△ＡＰＵ＝△ＯＡＰ×
ＡＯ

ＡＵ
 

           ＝15×
5

8
 

           ＝24 …(答) 

Ｂ

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｔ

Ｏ

③

②

⑤

5

3 Ｕ


